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構成

●文星芸術大学の支援体制ついて

●本学における障がい学生支援の現状

●本学における障がい学生支援事例



1999年 美術学部美術学科開設

2003年 大学院芸術研究科修士課程（前期）開設

2005年 大学院芸術研究科博士課程（後期）開設

概要

美術学部美術学科（95名定員）

デザイン専攻 マンガ専攻 総合造形専攻

デザイン

写真・映像

工芸

マンガ

イラスト

日本画

洋画

立体

地域文化創生

設置者 学校法人宇都宮学園

学 長 ちばてつや
栃木県宇都宮市上戸祭4-8-15



カリキュラム概略

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

共通基礎科目
［実技］［講義］

美術の基礎的な技能・知識を体系的に
身につける。［実技］では専攻の枠を
越えて様々な造形表現を体験できるカ
リキュラム

専門教育科目
［実技］［講義］

学年が進むに従い、少人数教育の利点を生かし、学

生一人一人の指向に応じ、担当教員とマンツーマン

に近い形で、制作や研究を行っていけるカリキュラ

ム

教養科目
［講義］基礎教育、キャリア形成、外国語系、保健体育系

広い視野から物事の本質を捉え、主体的に判断する力を身につけるための
カリキュラム



地域連携

文星・芸術文化地域連携センター



学生の出身地

2021年度入学生(留学生以外)のうち

栃木県：59％
茨城県：13％
福島県：6％
埼玉県：6％
群馬県：4％

入学生全体の88％が栃木県及び隣接県(留学生含まない)

学生の保護者と連携しやすい



障がい学生支援体制を構築するまでの背景

・「個性」が尊重される美術の領域において、学生の多様化も「個性」として

捉えられていた風潮があり、気になる学生の発見が遅れていた。

・大学開学以来様々な障害のある学生が入学し、その都度支援が行われてきたが、

体系的に実施されていなかったため、様々な場面でのつまずきによる修学意欲

の低下につながり、留年者・退学者が非常に多かった。

・対人関係がうまく築けず、課外活動時のトラブルも多かった。

・就職活動をうまく進めることが出来ず、３年次以降つまずく学生が多かった。

・メンタルヘルスアンケート（ＵＰＩ）の集計結果を活用せず、「30項目以上」

（ＵＰＩのカットオフポイント）チェックした学生や、重要４項目（「食欲

がない」「不眠がち」「死にたい」「自分の過去や家族は不幸」）にチェック

した学生を把握していなかったため、支援に繋げることが出来なかった。

・学内に専門家が存在していなかったため、支援体制構築に向けた最初の動き出

しがなかなか出来なかった。
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文星芸術大学の障がい学生支援体制

学生委員会

保健室（職員）

委員長（学生部長）

副学長（教養科目）

各専攻（教員）

ｷｬﾘｱ・学生支援ｾﾝﾀｰ（職員）

●「悩みごとがある学生に対する接し方」、「障害者の就業及び生活支援サポート」、

「高等教育機関における多様化する学生・保護者への対応」、「発達障がいをもつ学生

への理解と対応について」など、2015年より学生委員会主催のSD研修会を定期的に開催

●障害のある学生支援規程施行（2018年4月）

・障がい学生支援に関する基本方針 ・支援の流れ
・支援組織フローチャート（教職員向） ・支援希望チェックリスト（学生向）

●「学生支援（障がい学生支援含む）事例報告」を委員会議題として導入（2018年より）

●新入生に対し、入学時に実施する「健康調査票」、「メンタルヘルスアンケート(UPI)」、

新３年生に実施する「GHQ-30」をカウンセラーが集計、データ化し、結果をフィード

バックしてもらい委員会時に審議、分析（気になる学生の早期把握）

●状況に応じ、具体的な合理的配慮の審議 等



文星芸術大学の障がい学生支援体制

学長
学生委員会(教員)

キャリア・学生支援センター

カウンセラー

保健室
教務課及び職員

履修科目担当教員

所属専攻

学生

保護者

学生や保護者が何時でも何処へでも誰へでも相談できる体制を目指し

支
援



大区分 全学 教学組織 学生支援組織

小区分 学生委 教員 教務 ｷｬﾘｱ・学生支援 保健管理

ｵー ﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ
入試説明会

◆
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
規
程
・
対
応
指
針
策
定
の
ほ
か

支
援
方
針
の
決
定
・
周
知

■相談窓口対応

◆
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の
対
応
・
学
内
連
絡
調
整

■相談窓口対応 ■緊急時対応

入学前 ■受験上の配慮の実施
■履修科目・支援内容の確認 ■支援内容の確認 ■緊急時対応

履修・授業
試験

■履修相談、履修にお
ける配慮
■授業の配慮の実施
■試験・レポートの配
慮
■採点・評価方法の変
更・調整内容の決定

■履修相談、履修における
配慮
■授業・試験・レポートに
おける配慮の確認
■採点・評価方法の変更・
調整内容の確認、実施

■授業・試験・レポートにおける配慮の確認
■緊急時対応

学生生活 ■専攻単位で学生の
状況をフォロー

■課外活動に関する対応
■メンタル面のサポート

■健康診断
■緊急時対応
■メンタル面のサポート

就職活動 ■担当教員進路相談
■キャリアガイダンス・
個人面談の実施
■就職相談
■求人の斡旋

卒業 ■卒業式における配慮
の実施 ■緊急時対応

教職員向け支援組織フローチャート

入
学
ま
で

修
学
支
援

学
生
生
活

就
職
支
援
・

卒
業



障がい学生支援の流れ

相
談 学

生
委
員
会

or

キ
ャ
リ
ア
・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

面
談

支
援
内
容
の
審
議
・
決
定

授
業
担
当
教
員
へ
依
頼

支
援
開
始

面
談
・
対
話

学生または保護者、授業担当教員などと適宜、面談・対話を実施。

学期末等に振り返りのための面談を実施し、支援内容の見直しなどより良い支援につなげる。



障がい学生支援の現状

・学生または保護者より、若しくは教職員等より、入学前、入学時、在学中など何れの

タイミングでも相談が可能。

・障がいのある学生支援をテーマにしたＳＤ研修会を積極的に開催してきたこともあり、

教職員の学生への接し方や認識が少しずつ変化し、相談しやすい環境が整いつつある。

・教職員とのコミュニケーションを取りやすい環境を提供できるようになってきたため、

相談を受ける教職員の数が増えてきた。

相談

学生委員会＆キャリア・学生支援センター

・受けた相談を集約する窓口が明確になったことで、各専攻内での情報共有が進み、教

職員間のコミュニケーションも盛んになった。

・専門家のいない組織なため、カウンセラーの所見を聞くなど、カウンセラーとの連携

が強化された。

・キャリア・学生支援センターで就職支援もしているため、ハローワークや就労支援事業

所等との連携など早い段階から先を見据えた支援を提供できるようになった。



障がい学生支援の現状

・チェックリストをもとに聞き取り面談を実施。

・実技担当教員、講義担当教員など科目や教員により支

援可能項目が大きく異なる、授業以外の支援ではあま

り活用できていないなどの課題があり、項目の見直し

や改善が必要。マンパワー的要因がある。

・自己理解が低い学生は希望支援が少ない傾向がある。

面談 支援チェックリスト

希望する支援
本学での
支援の可否

居場所の確保（占有スペース、仲間づくり等）
通学支援（自動車通学許可、専用駐車場等）
個別支援情報の収集（出身校との連携等）
情報取得支援（行事案内、休講情報等）
自己管理指導（スケジュール管理等）
対人関係配慮（対人スキル、トラブル対応等）
日常生活支援（食事、入浴、睡眠等）
専門家によるカウンセリング
医療機関との連携
医療機器、薬剤の保管等
休憩室・治療室の確保等
生活介助（体位変換、食事、トイレ等）
介助者の入構、入室許可
キャリア教育（障害理解、職業適性の把握等）
障害学生向け求人情報の提供
就職支援情報の提供、支援機関の紹介
インターンシップ先の開拓
就職先の開拓、就職活動支援

注意事項等文書伝達
授
業
支
援

点訳・墨訳
教材のテキストデータ化
教材の拡大
ガイドヘルプ
リーディングサービス
手話通訳（触手話を含む）
ノートテイク
パソコンテイク
ビデオ教材字幕付け・文字起こし
チューター又はＴＡの活用
試験時間延長・別室受験
解答方法配慮
パソコンの持込使用許可

履修支援（履修登録補助、優先的な登録等）

使用教室配慮
実技・実習配慮
教室内座席配慮
ＦＭ補聴器/マイク使用
専用机・イス・スペース確保
読み上げソフト・音声認識ソフト使用
講義に関する配慮（録音許可、板書撮影許可等）
配慮依頼文書の配布
出席に関する配慮（遅刻、欠席、途中退室等）
学習指導（補習、補講、レポート作成、定期試験学習等）
授業内容の代替、提出期限延長等

授
業
以
外
の
支
援

学生生
活支援

社会的
スキル
指導

保健管
理・生活
支援

進路・就
職指導

その他の授業以外の支援

学外実習・フィールドワーク配慮
その他の授業支援

支援内容の審議・決定

・学生委員会で審議し、支援の可否を学生合意のもと

決定。

・支援開始後のスケジュールや担当教員への依頼方法な

ど学生（必要に応じて保護者）との対話で確認。


支援チェックリスト

		支援チェックリスト シエン



								希望する支援 キボウ シエン		本学での
支援の可否 ホンガク シエン カヒ

		授業支援 ジュギョウ シエン		点訳・墨訳 テンヤク スミ ヤク

				教材のテキストデータ化 キョウザイ カ

				教材の拡大 キョウザイ カクダイ

				ガイドヘルプ

				リーディングサービス

				手話通訳（触手話を含む） シュワ ツウヤク ショク シュワ フク

				ノートテイク

				パソコンテイク

				ビデオ教材字幕付け・文字起こし キョウザイ ジマク ツ モジ オ

				チューター又はＴＡの活用 マタ カツヨウ

				試験時間延長・別室受験 シケン ジカン エンチョウ ベッシツ ジュケン

				解答方法配慮 カイトウ ホウホウ ハイリョ

				パソコンの持込使用許可 モチコミ シヨウ キョカ

				注意事項等文書伝達 チュウイ ジコウ トウ ブンショ デンタツ

				使用教室配慮 シヨウ キョウシツ ハイリョ

				実技・実習配慮 ジツギ ジッシュウ ハイリョ

				教室内座席配慮 キョウシツ ナイ ザセキ ハイリョ

				ＦＭ補聴器/マイク使用 ホチョウキ シヨウ

				専用机・イス・スペース確保 センヨウ ツクエ カクホ

				読み上げソフト・音声認識ソフト使用 ヨ ア オンセイ ニンシキ シヨウ

				講義に関する配慮（録音許可、板書撮影許可等） コウギ カン ハイリョ ロクオン キョカ バンショ サツエイ キョカ トウ

				配慮依頼文書の配布 ハイリョ イライ ブンショ ハイフ

				出席に関する配慮（遅刻、欠席、途中退室等） シュッセキ カン ハイリョ チコク ケッセキ トチュウ タイシツ トウ

				学習指導（補習、補講、レポート作成、定期試験学習等） ガクシュウ シドウ ホシュウ ホコウ サクセイ テイキ シケン ガクシュウ トウ

				授業内容の代替、提出期限延長等 ジュギョウ ナイヨウ ダイガエ テイシュツ キゲン エンチョウ トウ

				履修支援（履修登録補助、優先的な登録等） リシュウ シエン リシュウ トウロク ホジョ ユウセンテキ トウロク トウ

				学外実習・フィールドワーク配慮 ガクガイ ジッシュウ ハイリョ

				その他の授業支援 タ ジュギョウ シエン







		授業以外の支援 ジュギョウ イガイ シエン		学生生
活支援 ガクセイ ショウ カツ シエン		居場所の確保（占有スペース、仲間づくり等） イバショ カクホ センユウ ナカマ トウ

						通学支援（自動車通学許可、専用駐車場等） ツウガク シエン ジドウシャ ツウガク キョカ センヨウ チュウシャジョウ トウ

						個別支援情報の収集（出身校との連携等） コベツ シエン ジョウホウ シュウシュウ シュッシンコウ レンケイ トウ

						情報取得支援（行事案内、休講情報等） ジョウホウ シュトク シエン ギョウジ アンナイ キュウコウ ジョウホウ トウ

				社会的
スキル
指導 シャカイテキ シドウ		自己管理指導（スケジュール管理等） ジコ カンリ シドウ カンリ トウ

						対人関係配慮（対人スキル、トラブル対応等） タイジン カンケイ ハイリョ タイジン タイオウ トウ

						日常生活支援（食事、入浴、睡眠等） ニチジョウ セイカツ シエン ショクジ ニュウヨク スイミン トウ

				保健管
理・生活
支援 ホケン カン リ ナマ カツ シエン		専門家によるカウンセリング センモンカ

						医療機関との連携 イリョウ キカン レンケイ

						医療機器、薬剤の保管等 イリョウ キキ ヤクザイ ホカン トウ

						休憩室・治療室の確保等 キュウケイシツ チリョウ シツ カクホ トウ

						生活介助（体位変換、食事、トイレ等） セイカツ カイジョ タイイ ヘンカン ショクジ トウ

						介助者の入構、入室許可 カイジョ シャ イリ カマエ ニュウシツ キョカ

				進路・就
職指導 シンロ シュウ ショク シドウ		キャリア教育（障害理解、職業適性の把握等） キョウイク ショウガイ リカイ ショクギョウ テキセイ ハアク トウ

						障害学生向け求人情報の提供 ショウガイ ガクセイ ム キュウジン ジョウホウ テイキョウ

						就職支援情報の提供、支援機関の紹介 シュウショク シエン ジョウホウ テイキョウ シエン キカン ショウカイ

						インターンシップ先の開拓 サキ カイタク

						就職先の開拓、就職活動支援 シュウショク サキ カイタク シュウショク カツドウ シエン

				その他の授業以外の支援 タ ジュギョウ イガイ シエン













障がい学生支援の現状

・支援の決定後、合理的配慮依頼文書及びチェックリストを授業担当教員に提出

・基本的には学生と一緒に持参し、支援依頼内容の説明をする。

授業担当教員へ依頼

支援開始

・支援開始後は授業担当教員に一任してしまっている。

・支援体制の中に過重負担が発生していないか、検証が必要。

●●●●年●●月●●日 
「授業科目名」ご担当 
 ●● ●● 先生 
 
 

学生委員会 
学生部長 ●● ●●   

キャリア・学生支援センター 
課長 ●● ●●     

 

合理的配慮の（お願い）について 

 

 下記、学生の所属専攻、保護者、担当医師より標記の件について依頼がありました。 

つきましては、課題・提出物・試験等における配慮について、ご検討をお願いします。 

 

記 
 

学籍番号   学 生 氏 名  （●●●●専攻 ●年） 

 

 
 

支援チェックリスト

希望する支援
本学での
支援の可否

居場所の確保（占有スペース、仲間づくり等）
通学支援（自動車通学許可、専用駐車場等）
個別支援情報の収集（出身校との連携等）
情報取得支援（行事案内、休講情報等）
自己管理指導（スケジュール管理等）
対人関係配慮（対人スキル、トラブル対応等）
日常生活支援（食事、入浴、睡眠等）
専門家によるカウンセリング
医療機関との連携
医療機器、薬剤の保管等
休憩室・治療室の確保等
生活介助（体位変換、食事、トイレ等）
介助者の入構、入室許可
キャリア教育（障害理解、職業適性の把握等）
障害学生向け求人情報の提供
就職支援情報の提供、支援機関の紹介
インターンシップ先の開拓
就職先の開拓、就職活動支援

注意事項等文書伝達
授
業
支
援

点訳・墨訳
教材のテキストデータ化
教材の拡大
ガイドヘルプ
リーディングサービス
手話通訳（触手話を含む）
ノートテイク
パソコンテイク
ビデオ教材字幕付け・文字起こし
チューター又はＴＡの活用
試験時間延長・別室受験
解答方法配慮
パソコンの持込使用許可

履修支援（履修登録補助、優先的な登録等）

使用教室配慮
実技・実習配慮
教室内座席配慮
ＦＭ補聴器/マイク使用
専用机・イス・スペース確保
読み上げソフト・音声認識ソフト使用
講義に関する配慮（録音許可、板書撮影許可等）
配慮依頼文書の配布
出席に関する配慮（遅刻、欠席、途中退室等）
学習指導（補習、補講、レポート作成、定期試験学習等）
授業内容の代替、提出期限延長等

授
業
以
外
の
支
援

学生生
活支援

社会的
スキル
指導

保健管
理・生活
支援

進路・就
職指導

その他の授業以外の支援

学外実習・フィールドワーク配慮
その他の授業支援

面談・対話

・適切な支援が実施されたか、学生と

授業担当教員双方に確認。

・次期以降の支援に活かすための流れ

が確立できていないのが現状。


●●●●年●●月●●日

「授業科目名」ご担当

　●●　●●　先生





学生委員会

学生部長　●●　●●　　

キャリア・学生支援センター

課長　●●　●●　　　　



合理的配慮の（お願い）について



　下記、学生の所属専攻、保護者、担当医師より標記の件について依頼がありました。

つきましては、課題・提出物・試験等における配慮について、ご検討をお願いします。



記



学籍番号　　　学　生　氏　名　　（●●●●専攻　●年）








支援チェックリスト

		支援チェックリスト シエン



								希望する支援 キボウ シエン		本学での
支援の可否 ホンガク シエン カヒ

		授業支援 ジュギョウ シエン		点訳・墨訳 テンヤク スミ ヤク

				教材のテキストデータ化 キョウザイ カ

				教材の拡大 キョウザイ カクダイ

				ガイドヘルプ

				リーディングサービス

				手話通訳（触手話を含む） シュワ ツウヤク ショク シュワ フク

				ノートテイク

				パソコンテイク

				ビデオ教材字幕付け・文字起こし キョウザイ ジマク ツ モジ オ

				チューター又はＴＡの活用 マタ カツヨウ

				試験時間延長・別室受験 シケン ジカン エンチョウ ベッシツ ジュケン

				解答方法配慮 カイトウ ホウホウ ハイリョ

				パソコンの持込使用許可 モチコミ シヨウ キョカ

				注意事項等文書伝達 チュウイ ジコウ トウ ブンショ デンタツ

				使用教室配慮 シヨウ キョウシツ ハイリョ

				実技・実習配慮 ジツギ ジッシュウ ハイリョ

				教室内座席配慮 キョウシツ ナイ ザセキ ハイリョ

				ＦＭ補聴器/マイク使用 ホチョウキ シヨウ

				専用机・イス・スペース確保 センヨウ ツクエ カクホ

				読み上げソフト・音声認識ソフト使用 ヨ ア オンセイ ニンシキ シヨウ

				講義に関する配慮（録音許可、板書撮影許可等） コウギ カン ハイリョ ロクオン キョカ バンショ サツエイ キョカ トウ

				配慮依頼文書の配布 ハイリョ イライ ブンショ ハイフ

				出席に関する配慮（遅刻、欠席、途中退室等） シュッセキ カン ハイリョ チコク ケッセキ トチュウ タイシツ トウ

				学習指導（補習、補講、レポート作成、定期試験学習等） ガクシュウ シドウ ホシュウ ホコウ サクセイ テイキ シケン ガクシュウ トウ

				授業内容の代替、提出期限延長等 ジュギョウ ナイヨウ ダイガエ テイシュツ キゲン エンチョウ トウ

				履修支援（履修登録補助、優先的な登録等） リシュウ シエン リシュウ トウロク ホジョ ユウセンテキ トウロク トウ

				学外実習・フィールドワーク配慮 ガクガイ ジッシュウ ハイリョ

				その他の授業支援 タ ジュギョウ シエン







		授業以外の支援 ジュギョウ イガイ シエン		学生生
活支援 ガクセイ ショウ カツ シエン		居場所の確保（占有スペース、仲間づくり等） イバショ カクホ センユウ ナカマ トウ

						通学支援（自動車通学許可、専用駐車場等） ツウガク シエン ジドウシャ ツウガク キョカ センヨウ チュウシャジョウ トウ

						個別支援情報の収集（出身校との連携等） コベツ シエン ジョウホウ シュウシュウ シュッシンコウ レンケイ トウ

						情報取得支援（行事案内、休講情報等） ジョウホウ シュトク シエン ギョウジ アンナイ キュウコウ ジョウホウ トウ

				社会的
スキル
指導 シャカイテキ シドウ		自己管理指導（スケジュール管理等） ジコ カンリ シドウ カンリ トウ

						対人関係配慮（対人スキル、トラブル対応等） タイジン カンケイ ハイリョ タイジン タイオウ トウ

						日常生活支援（食事、入浴、睡眠等） ニチジョウ セイカツ シエン ショクジ ニュウヨク スイミン トウ

				保健管
理・生活
支援 ホケン カン リ ナマ カツ シエン		専門家によるカウンセリング センモンカ

						医療機関との連携 イリョウ キカン レンケイ

						医療機器、薬剤の保管等 イリョウ キキ ヤクザイ ホカン トウ

						休憩室・治療室の確保等 キュウケイシツ チリョウ シツ カクホ トウ

						生活介助（体位変換、食事、トイレ等） セイカツ カイジョ タイイ ヘンカン ショクジ トウ

						介助者の入構、入室許可 カイジョ シャ イリ カマエ ニュウシツ キョカ

				進路・就
職指導 シンロ シュウ ショク シドウ		キャリア教育（障害理解、職業適性の把握等） キョウイク ショウガイ リカイ ショクギョウ テキセイ ハアク トウ

						障害学生向け求人情報の提供 ショウガイ ガクセイ ム キュウジン ジョウホウ テイキョウ

						就職支援情報の提供、支援機関の紹介 シュウショク シエン ジョウホウ テイキョウ シエン キカン ショウカイ

						インターンシップ先の開拓 サキ カイタク

						就職先の開拓、就職活動支援 シュウショク サキ カイタク シュウショク カツドウ シエン

				その他の授業以外の支援 タ ジュギョウ イガイ シエン













障がい学生支援体制の現状

・ＳＤ研修会等を通して学内の理解が少しずつ進み、支援体制を構築した

ことで教職員の意識が高まってきた。

⇒ 未だ支援に繋がっていない「気になる学生」がいるため、学内の理

解・啓発活動を継続し、全学的な支援体制構築を目指す。

・集約する窓口が明確になり、情報共有や教職員間の連携が強化された。

⇒ 相談件数が格段に増えたと同時に、専門部署がないため、窓口の負担

が過重になりつつある。（マンパワー不足）

⇒ 親子関係も多様化しているため、状況に応じて学生対応、保護者

対応の窓口を完全に分けている。

・外部機関やハローワーク、カウンセラーとの連携が強化され、さらに強固

な関係性を築くことが重要。

⇒ ハローワークの学内窓口開設が週１日、カウンセラーが週２日となっ

ており、予約がいっぱいの状態が続いている。

・留学生入学者が増え、障がいのある留学生も増加傾向。

⇒ 留学生支援専門部署がないため、窓口の負担がさらに過重になること

が懸念されている。マンパワーの確保など対応が急務な状態。



障がい学生支援事例①

①受験前相談

●メールで問合せ

編入学試験内容の他、大学の支援体制、ノートテイク支援の実績などの問合せ

●大学の施設設備、学修環境の見学と面談を実施

キャンパス見学に来てもらい講義室、実習室を見学。実際にマイクを使用したり教員のシミュレーション

や面談を通して聞き取りやすい音声、聞き取りにくい音声を把握し、入試時支援や入学後の支援について

理解してもらった上での出願を促す。また、前在籍大学で受けていた支援を把握。

●入試時対応の検討と入学後の支援の検討

面談した教員を中心に、実技試験、面接試験のそれぞれの対応方法を専攻内で検討。

同時に、学生委員会でノートテイカー導入に向けた検討を開始。

②入学試験

●実技試験

他の受験生同様、試験問題文書を配布し伝達。口頭での説明は、話すスピードなど配慮。

●面接試験

施設見学時に対応した教員を中心に、面接担当教員間で打合せ。コミュニケーションに配慮しながら実施。

初めてのノートテイカー導入まで



障がい学生支援事例①

③入学まで

●学生の希望把握

実技授業はノートテイクの必要なし、講義授業は履修授業毎に判断。

●専攻内で配慮の確認

教授法の工夫を検討。実技課題説明文の内容を充実させ、他の学生含め理解度を高めるよう工夫する。

口頭説明が聞き取れなかった際に、改めて聞ける環境の提供。

●ノートテイカー導入の決定

外部機関のノートテイカーを導入することが決定。（とちぎ視聴覚障害者情報センター）

学生の希望通り、授業開始後、希望する授業に対しノートテイカーを配置することが決定。

ノートテイカー導入までのフローを確認。環境の整備など。

●学生の生活環境の確保

大学近隣での一人暮らしを希望していたため、不動産会社の紹介及び仲介し、学生の要望に合った生活が

しやすい環境を提供。

●入学後の不安の解消

キャリア・学生支援センターの支援可能範囲、所属専攻の支援可能範囲、相談窓口の紹介など、学生が抱

いていた入学後の不安を解消できるよう面談を実施。

初めてのノートテイカー導入まで



障がい学生支援事例①

④入学・履修登録

●履修登録科目の選択

個別対応での履修登録。前在籍大学で取得した単位の読替えと本学科目の説明。

特に講義科目の授業環境についての説明を重要視。

⑤授業開始

●実技授業

事前に検討していた伝え方の工夫を実践。専攻と学生で密にコミュニケーションを取り、聞き取れなかっ

た部分や理解できていない部分の把握。

改めて、ノートテイクの必要性の確認。⇒ノートテイク不要

●講義授業

個別面談を実施し、全ての履修科目についてノートテイクの必要性の確認。⇒２科目について要望有

●外部機関と連携開始

学生の要望を受け、とちぎ視聴覚障害者情報センターと連携し、ノートテイカー導入の打合せ。

導入日程や費用について、学内周知。

●講義室の環境整備と教員への周知

パソコンノートテイク用に机や電源などの環境を確保。

担当教員に依頼文の提出と、学生と同伴しノートテイカー導入の周知。

初めてのノートテイカー導入まで



障がい学生支援事例①

⑥導入開始

●４名のノートテイカー

２科目が同日開講であったため、合計180分を４名のノートテイカーで対応。

学生との顔合わせ。

●他の履修学生への周知と配慮

授業開始時に履修学生に対し、ノートテイカーの説明と騒音等への配慮を口頭で依頼。

履修学生は主体的に座席の配慮なども行ってくれた。

●学生、ノートテイカー双方とのコミュニケーション

各授業終了後に学生とノートテイカー双方とコミュニケーションを取り、情報保障が確保出来ているか

確認。

そこから出た内容を担当教員に伝え、授業の改善につなげる。特に、専門的な内容の授業のため、配布

資料や内容を事前に知りたいとの要望があり対応している。

●学生欠席時の連絡

当日の体調不良での欠席はやむを得ないが、当日キャンセル料が発生することもあり、調整を検討中。

特に大きな問題発生もなく、現在も継続してノートテイカー導入中

初めてのノートテイカー導入まで



障がい学生支援事例②

①本人の意思で就活を始めるまでの経緯

●入学時、健康調査票で「症候性てんかん」治療中の申し出あり

治療中であり、経過観察中ということで、合理的配慮を必要としていなかった。

言葉を発するまでに時間を要するが、実技授業の作品制作や講義授業の提出物等も問題なく支援がなくて

も学生生活を送れている。履修登録時も時間をかければ出来る。

「気になる学生」ではあったが、「個性」と捉えられており支援対象ではなかった。

●専攻の定期面談（１年次～）

専攻内で実施している定期面談でも時間をかけて行っていた。

作品制作中の姿勢を評価されている。

●進路面談（３年次）

キャリア・学生支援センターで実施している、進路希望調査をもとにした進路面談でも時間を要したが

３年次段階では進路未決定の状態であった。

●４年次

履修登録についての相談時、学生より、就職活動したい旨の要望を受け、今から就活を始めるにあたって

の進め方について説明。

就活成功に向けて



障がい学生支援事例②

②就活生としての動き

●保護者との連携

他県出身で、入学当初より自立に向けて一人暮らしを継続中であった。学生本人の意思を確認した上で

保護者から大学に連絡があり、就職に向けて保護者との連携を開始。

キャリア・学生支援センター内で、学生とコミュニケーションを取りながら進めていく担当者と保護者

と連携する担当者を分け、センター内でそれぞれの状況を情報共有する体制を構築。

●ハローワーク出張相談窓口との連携

週１日センター内に開設しているハローワーク出張相談窓口と連携し、定期的な面談を設定。保護者に

も共有し、学生と保護者が窓口を利用。その際に症候性てんかんの他、ＡＳＤの診断書、精神障害者手

帳を提示。

ハローワークの特別相談員を紹介し、就職活動での支援を開始。

●授業支援と就活支援

入学以降、授業支援については申し出なく、修学意欲も継続し乗り越えて来たが、就職活動においての

支援申し出があり、ハローワークと連携しながら支援していく体制を学生委員会で審議、決定。

所属専攻とも情報共有をし、配慮をしながら就活を見守っていく。

障害者手帳を利用した就職活動を継続中

就活成功に向けて



今後の支援に向けて

・高大の連携強化が急務

⇒栃木県の「引継書」を活用するほか、大学の障がい学生支援体制を広く周知する。

・小規模大学の特性を活かした支援体制、支援環境の構築

⇒小規模大学の利点を活かし、直接的なコミュニケーションを重要視しながら、早期発見

及び早期支援に繋げられる支援体制の構築を目指す。

⇒ピア・サポート体制など、学生同士が支援し合い「共生」できる環境を構築したい。

・障がいのある「留学生」への支援体制構築の必要性

⇒留学生増加に伴い、障がいのある日本人学生のみならず留学生も増えているため、支援

体制の専門部署等の設置も検討する必要がある。

・障がい学生支援に対する教職員間の理解の差を無くす。

⇒理解の差が現在も生じているが、認識の共有を図るため、学生委員会を中心にＳＤ研修

会等の啓発活動を継続的に実施する。

⇒学内での支援事例が増えてきたため、それらを紹介し、共有しながら理解を深める。

・外部機関との連携

⇒関係する機関との連携を強化し、安心して修学できる環境提供を目指す。



高等学校から進路先への支援情報の引継ぎ・引継書（栃木県）

発行：栃木県教育委員会事務局特別支援教育室



最後に

職員という立場で大学全体の支援体制を構築するということは非常に多くの困難があったが、

一人でも多くの学生が満足のいく学生生活を送り、卒業後は本学での学びを誇りに、社会で大

いに活躍してほしい、そのためには障がいの有無に関わらず、全学生が何事にも思い切り楽し

く過ごせるキャンパスを提供したい。という熱意が徐々に教職員に伝染し、協力体制を得るこ

とが出来、現在の支援体制構築に繋がりました。学内に専門家が存在しないこともあり、支援

体制の構想も見えないままのスタートでしたが、ＪＡＳＳＯのセミナーや研修に何度も参加し、

障害学生修学支援ガイド、合理的配慮ハンドブックなどを参考にしながら「本学に合った支援

体制」の構築を目指し進めてきました。

常に学生目線に立ち、学生一人ひとりを理解した上でたくさんコミュニケーションを取るこ
とで、それぞれの学生にとって一番良い支援を提供できると考えています。皆様の大学での障
がい学生支援におかれましても、面談や対話以外のコミュニケーションを重要視し、一人でも
多くの学生により良い支援をご提供いただきたいと思っております。

同じような立場で困難を抱える現場の皆様もいらっしゃることと存じますが、何か一つでも

障がい学生支援の改善につながれば幸いです。

本日は貴重なお時間をいただきありがとうございました。

教務課兼キャリア・学生支援センター

真岡賢隆
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